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毎日楽しくて
福祉 農業

しゃあない
。

農福連携とは、農業と福祉が連携し、農業
経営の発展と障害者の社会参画を促す取
り組みです。県では、農業経営体や福祉事
業所に対して、専門の相談窓口を設置して
事業者同士をマッチングしたり、専門家を
派遣したりとさまざまな支援をしています。

県の農福連携の取り組み

　県ユニバーサル
推進課
　078-362-3261
　078-362-9040

週5日通っている事業所では、野菜の収穫や
内職などいろいろな作業に取り組んでいます。
休憩時間は、事業所の前の川で魚を見て過ごしています。
水やりを頑張った野菜が大きくなったらうれしいし、
自分たちが育てた野菜をお客さんに買ってもらう
販売作業はとても楽しいです。

大きく育つと
うれしい！

土に触れ
笑顔が生まれる

たすきファーム運営
責任者　

橋元工さん

4年前に丹波篠山市内に立ち上げた
障害福祉サービス事業所「たすきファーム」では、
精神障害や知的障害のある通所者の皆さんが
耕作放棄地や貸りた農地計60aで多種多様な野菜を育てています。
特産の黒大豆枝豆はファーマーズマーケットで直接販売、
ミニトマトは地元のホテルや飲食店へ全量出荷するなど
販路は独自に開拓。
また、地元の生産組合や大規模農家等から委託される
草刈り作業も面積を年々増やし、
今では約5haを担うなど高齢化による
人手不足の地域で重宝されています。
土に触れると心が穏やかになり精神的に安定しますし、
農業を通じて地域の人とのつながり、
笑顔も生まれています。 
  敷居の高くない農福連携  として、
今後もできることを地道に続けていきたいです。
〝 〝
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